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成15 年法律第130 号）第11 条第1 項に
規定する人材認定等事業に,環境教育の
指導者を育成・認定している事業として
登録（主務大臣：環境大臣,文部科学大
臣,国土交通大臣）されている. 
講習会等,プロジェクトＷＥＴに関す
る情報は,ホームページでお知らせして
いるので,ぜひ一度ご覧いただきたい. 
（http://www.project-wet.jp/） 
 
 
 
 
６．今後の展開 
 
今後の展開を考える上での課題のひ
とつとして,ガイドブックの地域版化が
ある.現在米国のコロラド川をテーマと
した流域版ガイドブックを参考に,長野
県,岐阜県,愛知県,三重県にまたがる,
中部を代表する木曽川の流域版ガイド
ブックの作成に取り組んでいる. 
コロラド流域版ガイドブックのアク
ティビティの中には,気候,地形,歴史,
法制度,考え方等,日本の実情と大きく
異なる部分もある.木曽川流域版ガイド
ブックの作成にあたっては,現在,中部
地方で活躍されているファシリテータ
ー・エデュケーターの方々の力を借りて
木曽川の事情に即し,より使いやすく応
用がきくよう検討を進めているところ
である. 
また,プロジェクトＷＥＴと同様に米
国から導入された姉妹プログラムとも
いえるものに,野生生物についての学習
のためのプロジェクト・ワイルド（所
管：一般財団法人公園財団）,樹木につ
いてのプロジェクト・ラーニング・ツリ
ー（PLT）（所管：特定非営利活動法人
ERIC国際理解教育センター）がある.プ
ロジェクトＷＥＴでは,平成21年度より
毎年プロジェクト・ワイルドと合同で全
国大会を開催しており,平成24年からは
PLTとも協力・連携して実施した. 
これらのプログラムは姉妹プログラ
ムであるため共通点が多く,多くの方が
これら複数のプログラムの指導者とし
て認定されており,対象や状況に応じて
アクティビティを使い分けている. 
今後とも , プロジェクト・ワイル
ド,PLTをはじめとする他団体と協力し
ながら,より一層,より使いやすくする
よう諸環境を整備するとともに,プロジ
ェクトＷＥＴの有益性を広く広報して,
川や水に関して子どもたちと接するこ
とがある方々への有効なツールとして
広めていきたいと考えている. 
